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東
北
農
村
青
年
会
議
福
島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

平
成
28
年
11
月
１
日
（
火
）
～

２
日
（
水
）
、
い
わ
き
市
の
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
お
い

て
、
第
47
回
東
北
農
村
青
年
会
議

福
島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
か
ら
は
、
あ
い
づ
農
業

青
年
ク
ラ
ブ
の
貝
沼
氏(

会
津
若

松
市)
が
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
ケ
イ

酸
カ
リ
の
使
用
方
法
の
違
い
に
よ

る
品
質
の
改
善
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
惜
し
く
も
、
受

賞
を
逃
し
た
も
の
の
、
貝
沼
氏
は
、

「
今
後
も
品
種
や
資
材
な
ど
を
再

検
討
し
、
品
質
改
善
や
効
率
化
に

取
り
組
み
た
い
」
と
、
自
ら
の
農

業
経
営
の
改
善
に
と
て
も
意
欲
的

で
し
た
。

手
代
木
淳
・
浩
美
ご
夫
妻
「
福
島
県
農
業
賞
」
を
受
賞

議
会
幹
事
を
務
め
、
地
域
農
業
の

担
い
手
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

淳
さ
ん
か
ら
は
、
「
家
族
を
は

じ
め
、
仲
間
が
い
た
か
ら
で
き
た

こ
と
。
今
後
も
力
を
尽
く
し
た
い
。
」

と
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
会
場
は
、
あ
い
づ
花
卉

部
会
の
部
会
員
の
手
で
作
ら
れ
た

多
様
な
切
り
花
で
飾
ら
れ
、
と
て

も
華
や
か
な
中
、
手
代
木
夫
妻
の

人
柄
を
現
す
よ
う
に
、
終
始
、
和

や
か
で
温
か
く
、
出
席
者
の
笑
み

の
絶
え
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
県
か
ら
も
活
発
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
や
意
見
発

表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
県
内
高

校
生
に
よ
る
６
次
化
商
品
の
成

果
発
表
会
、
交
流
会
で
の
他
県

農
業
者
と
の
意
見
交
換
、
現
地

研
修
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
参
加

者
は
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
大
会
は
未

来
を
担
う
農
業
青
年
に
と
っ
て

刺
激
を
受
け
る
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

第
57
回
福
島
県
農
業
賞
（
農
業

経
営
改
善
部
門
）
を
受
賞
し
た
会

津
若
松
市
北
会
津
町
の
手
代
木
淳
・

浩
美
ご
夫
妻
の
受
賞
祝
賀
会
が
、

11
月
25
日
（
金
）
に
会
津
若
松
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

手
代
木
ご
夫
妻
は
、
昭
和
58
年

の
結
婚
を
機
に
、
安
定
し
た
農
業

経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
い
ち
ご

や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
の
長
男

就
農
後
は
、
家
族
経
営
協
定
を
締

結
し
、
各
人
が
担
当
品
目
を
持
ち
、

積
極
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
い
ち
ご
生
産
部
会
・

花
卉
生
産
部
会
、
国
際
農
友
会
会

津
支
部
会
長
、
市
認
定
農
業
者
協

活動成果発表中の貝沼氏(中央)

現地研修の様子

手代木ご夫妻 受賞の様子

手代木浩美氏アレンジの花束



平
成
28
年
11
月
29
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
、
会
津
地
方
指
導
農
業
士
会
（
会

長
・
髙
久
博
行
氏
、
会
員
39
名
）
の
女

性
会
員
８
名
と
秋
田
県
の
女
性
指
導
農

業
士
の
情
報
交
換
会
が
会
津
若
松
市
等

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

30
日
は
会
津
若
松
市
内
の
、
県
指
導

農
業
士
会
・
白
井
康
友
会
長
の
直
売
所

と
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
等
の
現
地
見
学
や
情

報
交
換
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
枠
を
超
え
た
女
性
指
導
農
業
士
の
情
報
交
換
会
開
催

現
地
見
学
で
は
白
井
氏
の
リ
ン
ゴ
の
生

産
・
販
売
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
情
報

交
換
会
で
は
、
米
の
全
量
全
袋
検
査
や
県

産
農
産
物
の
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
取
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

秋
田
県
の
女
性
指
導
農
業
士
は
、
震
災

か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
現
在
で
も
福
島
県

産
農
産
物
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
に
つ

い
て
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
県
と
秋
田
県
各
々
の
指
導
農

業
士
の
活
動
に
つ
い
て
も
相
互
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

サ
ル
・
シ
カ
被
害
防
止
対
策
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

近
年
、
会
津
地
方
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン

ザ
ル
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
や
農
作

物
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

生
息
域
と
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
11
月
29
日
、
サ

ル
と
シ
カ
の
生
態
や
被
害
状
況
を
把
握
し
、

効
果
的
な
対
策
を
行
う
た
め
の
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
者
等
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
喜
多
方
市
板
の
沢
地
区

の
サ
ル
対
策
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

対
策
が
成
功
し
た
秘
訣
は
、
地
区
住
民

が
地
区
の
宝
で
あ
る
板
の
沢
土
手
カ
ボ
チ
ャ

を
販
売
し
、
「
地
域
活
性
化
し
た
い
！
」

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
実
施
し
た
活
動

を
振
り
返
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改
善
し
て

い
っ
た
こ
と
で
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
、
積
雪
の
減

少
や
狩
猟
規
制
に
よ
り
全
国
的
に
生
息
域

が
拡
大
し
て
お
り
、
本
県
で
も
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

高
繁
殖
力
、
低
死
亡
率
の
た
め
個
体
数
が

増
加
し
や
す
く
、
ま
た
、
嗜
好
性
を
変
化

さ
せ
植
物
を
食
べ
尽
く
す
た
め
生
態
系
を

崩
壊
さ
せ
る
危
険
性
が
高
い
動
物
で
す
。

今
後
、
急
激
な
被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

被
害
防
止
対
策
に
関
し
て
は
、
市
町
村

や
会
津
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
経

営
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白井氏直売所での見学

県域を越えた女性指導農業士の情報交換会

全員で記念撮影

ニホンジカ被害対策について説明する奥田氏



ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
28
年
11
月
16
日
（
火
）
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中
の

島
で
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
発
足
後
初
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生
産
振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
、
生
産
者
や
関
係
者
等
約

２
５
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
４
地
区
の
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
の
事

例
発
表
が
行
あ
り
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
栽
培
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
グ
リ
技
研(

株)
の
吉
村
敏
弘
氏
よ
り
、

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
多
収
に
向
け
た
施
肥
管
理
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
蒸
散
量
を
考
慮
し
た
水
管
理
や
収

穫
期
間
終
了
か
ら
茎
葉
刈
り
取
り
ま
で
の
液
肥
、
立
茎

50
～
60
日
後
の
摘
芯
が
養
分
の
消
費
を
抑
え
、
多
収
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
取
扱
高
10
億
円
達
成
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
、
長
谷
川

一
雄
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
組
合
長

や
髙
橋
正
敏
連

絡
協
議
会
長
よ

り
、
次
年
度
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生
産
や
新
興
に

対
す
る
力
強
い

意
気
込
み
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

28
年
産
米
は
、
全
国
で
飼
料
用
米
な
ど
非
主
食
用
米
へ

の
転
換
が
進
み
、
主
食
用
米
の
超
過
作
付
が
２
年
連
続
で

解
消
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
米
価
の
一
定
程
度
の
回
復
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

県
内
で
も
飼
料
用
米
は
約
５
，
５
０
０
ha
と
大
き
く
増

加
し
、
農
業
振
興
普
及
部
管
内
も
１
１
６
ha
の
取
組
が
あ

り
ま
し
た
。

主
食
用
米
の
需
要
が
毎
年
８

万
ｔ
の
ペ
ー
ス
で
減
少
す
る
中
、

超
過
作
付
と
な
れ
ば
需
給
が
過

剰
と
な
り
、
す
ぐ
に
米
価
は
下

落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
飼
料
用
米
は
今

後
も
需
要
が
見
込
ま
れ
、

交
付
金
の
活
用
に
よ
り
主

食
用
米
と
遜
色
な
い
収
入

と
な
る
こ
と
や
水
田
の
維

持
が
可
能
と
な
る
こ
と
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。こ

の
機
会
に
是
非
、
飼

料
用
米
に
取
り
組
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
28
年
12
月
13
日
（
火
）
、
福
島
県
農
業
共
済
組

合
会
津
支
所
（
湯
川
村
）
で
会
津
地
方
花
き
振
興
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
、
盛
夏
期
の
高
温
に
よ
っ
て
、
花
き
の
生
育
が

前
進
化
し
て
お
り
、
計
画
出
荷
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
開
花
制
御

技
術
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
「
電
照
」

の
効
果
と
活
用
法
に

つ
い
て
、
県
内
外
の

講
師
よ
り
宿
根
カ
ス

ミ
ソ
ウ
、
小
ギ
ク
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に

関
す
る
研
究
成
果
を

発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
振
興
普
及
部
は
「
ふ
く
し
ま
か
ら

は

じ
め
よ
う
。
攻
め
の
農
業
技
術
革
新
事
業
」
を
活
用
し

た
、
「
エ
ア
ー
ハ
ウ
ス
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
照
に
よ
る
長
期
安

定
出
荷
の
実
証
」
の
事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
電
照
」
に
つ
い
て
は
、
な
じ
み
の
な
い
生
産
者
も

多
か
っ
た
た
め
、
最
新
の
研
究
や
現
地
へ
の
導
入
等
に

つ
い
て
情
報
提
供
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

電
照
な
ど
の
様
々
な
技
術
に
つ
い
て
、
農
業
振
興
普

及
部
経
営
支
援
課
で
は
随
時
ご
相
談
に
対
応
い
た
し
ま

す
。

※市町村による上乗せがある場合があります。

会
津
地
方
花
き
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

飼
料
用
米
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

平成29年度の水田活用の直接支払交付金(飼料用米)

支援内容 交付単価(見込み)

戦略作物助成

(数量払助成)
収量に応じ、55,000～105,000円/10a

産地

交付金

一般品種

多収品種

9,500円/10a以内(作付面積実績により減額調整)

12,000円/10a

電照技術について説明する鈴木研究員

吉村氏 ご講演の様子



現
在
、
２
０
２
０
年
に
開
催

さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
食
材
の
調
達
基
準
と
し
て
、

第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

取
得
が
要
件
と
し
て
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
で
し
ょ

う
？Ｇ

Ａ
Ｐ
と
は
、
農
業
生
産
を

行
う
際
の
様
々
な
リ
ス
ク
（
食

中
毒
、
残
留
農
薬
、
農
作
業
中

の
事
故
、
環
境
汚
染
等
）
を
評

価
し
て
、
計
画
・
実
行
す
る
こ

と
で
農
産
物
と
労
働
者
の
安
全

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
活
動
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
現
在
の
作
業
内
容
を

見
直
し
、
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
経
営
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。Ｇ

Ａ
Ｐ
に
は
い
く
つ
か
の
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
導

入
に
よ
る
共
通
し
た
メ
リ
ッ
ト

は
、
主
に
以
下
の
４
つ
で
す
。

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
」
ご
存
知
で
す
か
？

(

１)

経
営
改
善

（
作
業
の
明
確
化
・
改
善
、

不
要
な
支
出
の
削
減
等
）

(

２)

農
産
物
の
安
全
性
向
上

（
食
中
毒
、
放
射
性
物
質
、

異
物
混
入
、
残
留
農
薬

等
）

(

３)
労
働
安
全
の
確
保

（
作
業
中
の
事
故
の
回
避

等
）

(

４)

記
録
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
る
信
頼
性
の
向
上

第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入

を
支
援
（
認
証
費
用
、
研
修
費

用
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
係
る

費
用
等
）
す
る
た
め
の
補
助
事

業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
る
方
は
是
非
農
業
振
興
普
及

部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

○
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
収
入
保
険
制
度
へ
の
加
入
は
、

原
則
と
し
て
５
年
以
上
の
青
色

申
告
実
績
が
あ
る
農
業
者
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
申

請
時
に
１
年
分
の
実
績
が
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。

○
制
度
開
始
時
に
加
入
す
る
に
は
、

確
定
申
告
を
青
色
申
告
に
よ
り

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
個

人
の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15

日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
署
へ

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

提
出
す
れ
ば
、
平
成
29
年
分
の

所
得
か
ら
青
色
申
告
が
で
き
ま

す
。

○
青
色
申
告
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
早

速
、
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

※
青
色
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
の
改
善
に
向
け
て

補
助
事
業
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

県
は
、
農
業
に
取
り
組
む

方
を
応
援
す
る
た
め
、
様
々

な
支
援
（
補
助
事
業
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
機
械
や
ハ
ウ
ス
等
を
導
入

し
て
規
模
拡
大
を
図
り
、
所

得
向
上
に
繋
げ
た
い
」
な
ど

事
業
に
関
心
の
あ
る
方
は
会

津
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普

及
部
農
業
振
興
課
も
し
く
は

最
寄
り
の
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！


